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騒 再生利用

0

:‐ 汚泥
1詔で案力でT‐

6マ
藪嘉%滉愧 瞥票設

嚢の権

焼
去ll

燃
料
や
C
O
2

肖鼈
減

福
島
大
と
共
蝿
で
技
術
開
発

廃
棄
物
処
理
の
ひ
ま
わ
り
（
福
島
県
須
賀
対
市
、
佐
藤
博
社
長
γ
は
、

下
水
処
理
で
生
じ
る
汚
泥
を
９
割
近
く
減
量
化
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。

汚
泥
の
微
生
物
に
蒸
気
を
当
て
て
細
飽
を
破
壊
し
、
細
胞
の
大
部
分
を

古
め
る
水
分
を
除
去
し
や
す
く
す
る
。
現
在
は
自
治
体
な
ど
が
焼
却
処

理
し
て
い
る
汚
泥
を
大
幅
に
減
ら
せ
る
た
め
、
焼
却
に
使
う
燃
料
ゃ
二

酸
化
炭
素

（Ｃ
０
２
）
の
排
出
削
減
に
寄
与
し
そ
う
だ
。　
　
　
　
一

蒸
気
処
理
を
す
る
前
の
微
生
物
の
組
胞

（写
真
上
）
と
蒸
気
処
理

を
し
て

，
・細
胞
が
壊
れ
た
微
生
物
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
一一

一
一
し
尿
や
生
活
排
水
、
食
品

工
場
の
廃
液
な
ど
の
下
水
は

微
生
物
に
よ
り
有
機
物
を
分

解
し
て
浄
化
し
て
お
り
、
残

ち
た
微
生
物
の
固
ま
り
が
汚

泥
と
な
る
。

微
生
物
は
６０
～
９０
％
が
水

分
で
、
汚
泥
も
通
常
約
８５
％

の
水
分
を
含
み
（
排
出
量
が

か
さ
む
要
因
と
な

っ
て
い

蘭

こ北の3‐大学参力国

童
一鯵
】」鍛
電
鱈

濾墓姉『漿』率動”】森なつ 一
解

臨
ポ

礎

鋭

静

し
い空
室
率
を
押
し
上
げ
た
“

６
月
も
１
棟
が
完
成
予
定

で
、■
三
鬼
商
事
で
は
Ｌ
空
室‐

畔

勒
黎
確
癖
“
賀

な
わ
た
。
テ
ナ
ン
一一
‐‐
卜‐
を
一確
保

す
る
た
め
賃
料
を
下
げ
る
ビ

ル
が
相
次
い
で
お
‐り‐

■
１
坪

■
次
学
・の
研
疏
室
生
ま
れ
の
食

品
を
集
め
た

「大
学
は
美
味
し

い
″
フ
ェ
ア
」
が
東
京
の
高
島

屋
新
宿
店
で
Ｈ
日
開
幕
ヽ
東
北

か
ら
は
東
北
大
学
ヽ
弘
前‐
大
学
い

・「
彬
一
燿
錦
罐
」
燦
響
´
「
九

ド
食
品
を
展
示
販
売
す
る
と
と

も‐
に

，
隣
接
す
る
紀
伊
国
屋
書

店
新
宿
南
店
で
は
開
発
に
勢
わ

つ
た
教
授
ら
が
特
別
出
張
講
義

茎
果
で
開
幕
米
粉
パ
ン

や

大

吟

醸

酒

．

栽
培
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム

や
‐‐乾
燥
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
か
い
酒

米
の
育
種
か
ら
取
り
組
ん
だ
純

米
大

‐
吟
醸
酒

「
萩
丸
■
な
ど
を

■
儡
し
た
¨
■
前
人
の
一
玉
億

サ
ン
ゴ
ジ
二
一
ス
「医
果
同
源
一

と
リ
ン
ゴ
発
泡
酒

「
ア
ツ
プ
ル

ブ
リ
ュ
■
■
”
農
学
生
命
科
学

部
の
城
田
安
幸
‐に

教
受
が
中
ト

ル
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
が

特
徴
と
い
う
。
　
一
　

・
一
一
一．

異
色
な
の
が
、

・農
学
部
系
で

は
な
く
工
学
部
が
関
与

‐し
て
い

る
山
形
大
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

発
泡
技
術
を
応
用
し
た
米
粉
■

０
０
％
の
バ
ン

「新
ラ
ブ
ラ
イ

軒
訴
錨
し‐特雰
．

一リ
メ
ン
ト

（栄
養
補
助
含
計
）

「１
０
０
％
植
物
サ
プ
リ
　
ポ

>大学|プラン|ド食品フェアく

鑑
一ン‐５」，「陽を執い摯
‥‐と一７表‐

て
、
全
国
に
売
り‐
込
む
好
機
と

・る
ず
細
胞
内
の
水
分
は
絞

つ

一‐た
り
ず
沃
一
干
し
を

，
し
た
り

一し
て
も
最
大
約
５
％
し
か
減

・ら
ず
、
焼
却
場
で
燃
や
し
て

減
量
化
し
た
後
、
埋
め
立
て

処
分
し
て
い
る
。
　

一　

・
．

新
技
術
は
福
島
大
学
共
生

シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
の
杉
森

・大
助
准
教
授
と
共
同
開
発
し

た
。
１
．５
０
度
の
蒸
気
を

一

定
時
間
、
汚
泥
に
当
て
る
と
、

微
生
物
の
細
胞
が
破
壊
さ
れ

て
水
が
抜
け
、
合
水
率
が
５０

％
以
下
に
減
る
。
さ
ら
に
ロ

・一
ラ
ー
で
絞
り
ヽ
天
日
干
し

を
す
る
と
合
水
率
が
．１２
，
‐３

％
ま
で
下
が
る
“
　
一

一
現
在
、
個
々
の
細
胞
に
均

一
に
蒸
気
を
当
て
る
専
用
機

．器
を
製
造
中
で
、
年
内
に
完

成
す
る
量
画
だ
。
合
水
率
を

一下
げ
た
汚
泥
は
、
燃
料
と
し

て
再
生
利
用
を
見
込
む
。
石

炭
の
約
２
分
の
１
の
熱
量
が

あ
る
と
さ
れ
、
も
み
殻
を
助

‐燃
剤
に
加
え
て
、
１
年
後
の

実
用
化
を
目
指
す
。

■
日
本
の
汚
泥
排
出
量
は
、

事
業
所
か
ら
出
る
産
業
廃
棄

物
だ
け
で
２
０
０
伊
年
度
に

約
１
億
〓
５
‐Ｏ

Ю
万
夕
と
、一

産
業
廃
棄
物
全
体
の
４４
％
を

堆
‐
占

い
燕
が
に
¨
「
一
螺
「
い

生
利
用
さ
れ
る
の
は
■
割
未

満
で

，
大
部
分
が
焼
却
処
分

て。‐．さ̈一“鱗粽呻̈讐い“

日
本
酒
の
石
け
ん

早
期
完
売
で
増
産

清
川
屋

特
産

品
販
売

の
清

川
屋

（山
形
県
鶴
岡
市
、
伊
藤
秀

樹
社
長
）
が
地
元
庄
内
地
方

|ヽ

の
酒
蔵
と
共
同
開
発
し
た
日

本
酒
を
練
り
込
・ん
だ
石
鹸

（せ
っ
け
ん
）
が
予
想
以
上

の
早
さ
で
完
売
し
、
増
産
を

決
め
た
。
　
　

一　
　
・
・　
・

５
月
末
に
一本
格
販
売
に
乗

り
出
し
た
と
こ
・ろ
、
ネ
ッ
ト

通
販
は
即
日
完
売
、
店
舗
販

売
分
も
わ
ず
か
３
日
で
売
り

一
れ
た
。
追
加
一
産
は
初―回

分
の
■
・
５
告
ら
１‐‐
５
０
個

中
い
一
一
一
¨
「
な

つ
一
勢

青
森
県
が
有
料
道
路
襲
戦
合
講
・・僣
計

青
森
県
は
１２
日
、
県
営
有

料
道
路
の
経
営
改
革
推
進
会

議
の
初
会
合
を
東
京
都
内
で

開
く
。
み
ち
の
く
有
料
道
路

（青
森
市
―
七
戸
町
Ｙ
は
有

料
期
間
が
来
年
１１
月
に
終
わ

る
が
、
事
業
費
の
半
分
近
い

９６
億
円
の
債
務
が
残

つ
て
い

る
。
外
部
の
専
門
家
が
中
心

に
な

っ
て
処
理
策

を
検
討

し
い
‐２
月
に
三
村
申
吾
知
事

に
提
言
す
る
。
　
　
　
　
一

改
革
会
議
は
交
通
政
策
や

物
流
、
財
務

‥
金
融
に
詳
し

い
大
学
院
教
授
、
企
業
関
係

者
、
弁
護
士
の
５
人
で
構
成
。

民
間
企
業
Ｌ
の
連
携
な
ど
国

内
外
の
道
路
経
営
を
広
く
研

究
。
赤
字
の
有
料
道
を
抱
え

る
他
自
治
体
に
先
駆
け
て
対

策
を
検
討
す
る
¨
１‐
９
７
０

年
代
以
降
、
各
地
の
自
治
体

は
国
道
や
高
速
道
路
よ
り
早

く
整
備
で
き
る
地
方
有
料
道

路
を
相
次
ぎ
建
設
し
た
。
だ

が
交
通
量
が
予
測
を
下
回

り
ず
当‐‐
初
想
定
し
た
こ
行
料

金
で
は
借
り
入
れ
た
事
業
費

を
返
せ
ず
、
赤
字
に
陥
っ
て

い
る
道
路
が
多
い
。
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